
【梓川 一】
■「国民の暮らしと社会福祉」第 1章「孤立と暮らし」
「家庭内孤立の現実とその支援」『実践から学ぶ社会福
祉』（著書・共）／保育出版社 2014.03

■「領域別プログラムとプロセスシートの事例」第 5章
2節、事例 4、5、7『SW 実習プログラミングワーク
ブック』（著書・共）／（株）みらい 2014.11

【陳 礼美】
■「A review and analysis of policies, programs, practices

for informal caregivers in Sweden and its implications for

Japan : A feminist perspective on the welfare state」（論
文・共）／『Kwansei Gakuin University Social Sciences

Review』18 pp.15−33、関西学院大学 2014.03

■「Chris Phillipson“Ageing”書評」（論文・単）／『ソー
シャルワーク研究』40−1（157） pp.97−99、相川書房
2014.03

■「平等への道のり～スウェーデンの歴史」（論文・共）
／『科学研究費助成事業学術研究助成金基盤研究（C）
報告書』pp.9−24、2014.03

■「Welfare Pluralism in a super-aging society : Providing a

continnurn of care and support for older adults」（論文・
単）／『厚労科研（報告書）』pp.49−53、2014.05

【藤井 美和】
■「死生学と社会福祉」（著書・単）／『社会福祉研究のフ
ロンティア』pp.60−63、有斐閣 2014.10

【福居 誠二】
■デンマーク国ファルスター民俗資料館著『ユール・イ
ャータ－お母さんと作ったハートのオーナメント』
（翻訳・単）／ビネバル出版／北欧留学情報センター
2014.11

【林 直也】
■「大学アメリカンフットボールの試合観戦者における
再観戦意図に影響を及ぼす観戦動機に関する研究」
（論文・単）／『身体運動文化論攷』Vol.13 pp.107−

126、身体運動文化学会関西支部 2014.03

■「男子学生を対象とした体力テストと痩身・肥満アン
ケートの相互関係について」（論文・共）／『日本体育
学会 第 65 回大会予稿集』p.288、日本体育学会
2014.08

【池埜 聡】
■「被害者の人権を支える実践」日本社会福祉学会事典
編集委員会『社会福祉学事典』（著書・共）／丸善出版
2014.05

■「犯罪被害者」岩崎晋也・岩間伸之・原田正樹（編）

『社会福祉研究のフロンティア』（著書・共）／pp.100−

103、有斐閣 2014.10

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの①
『私』と援助関係」（総説・共）／『ケアマネージャー』

1月号 pp.36−41、中央法規出版 2014.01

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの②
逆転移／喪失への対峙」（総説・共）／『ケアマネージ
ャー』2月号 pp.36−41、中央法規出版 2014. 02

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの③
逆転移／内なる思いを見つめる勇気」（総説・共）／
『ケアマネージャー』3月号 pp.36−42、中央法規出
版 2014.03

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの④
しなやかな直感力／“困難事例”の落とし穴」（総説・
共）／『ケアマネージャー』4月号 pp.76−84、中央法
規出版 2014.04

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの⑤
“たましい”とつながる／今、この瞬間の支え」（総説
・共）／『ケアマネージャー』5月号 pp.76−84、中央
法規出版 2014.05

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの⑥
彷徨する“きずな”／夫婦に寄り添うとき」（総説・
共）／『ケアマネージャー』6月号 pp.76−84、中央法
規出版 2014.06

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの⑦
“鏡”への気づき／自分の耕し、クライエントの癒し」
（総説・共）／『ケアマネージャー』7月号 pp.76−82、
中央法規出版 2014.07

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの⑧
“パンドラの箱”の傍らで／撤退しない援助関係」（総
説・共）／『ケアマネージャー』8月号 pp.76−82、中
央法規出版 2014.08

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの⑨
“海”を越える寄り添い／異文化の靴を履くとき」（総
説・共）／『ケアマネージャー』9月号 pp.76−82、中
央法規出版 2014.09

■「援助関係の軌跡：クライエントとの間にあるもの⑩
“荷降ろし”のとき／共鳴していく“波長”」（総説・
共）／『ケアマネージャー』10月号 pp.76−82、中央
法規出版 2014.10

【生田 正幸】
■「高齢者介護サービスの今後の展開をめぐる一考察－
介護ニーズの急増と二極化－」（論文・単）／『Human

Welfare』第 6巻第 1号 pp.5−20、関西学院大学人間
福祉学部研究会 2014.03

【今井 小の実】
■「第 8章女性福祉への視点－自分史からの探究－」：岩

教員の著書・論文（ABC 順）

（2013. 12～2014. 11）
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田正美・田端光美・古川孝順編著『一番ヶ瀬社会福祉
論の再検討－生活権保障の視点とその広がり－』
pp.183−210（著書・共）／ミネルヴァ書房 2013.12

■「第一部基礎編 第 2 章「歴史」の「民間の社会事
業」」、「第二部応用編 第 6章「人権を支える」ジェ
ンダーに関わる人権問題」：日本社会福祉学会事典編
集委員会編『社会福祉学会事典』（著書・共）／丸善出
版 2014.05

■「Female Informal Caregivers in Sweden and Implications

for Japan : A Feminist Perspective」（論文・共）／
『 KWANSEI GAKUIN UNIVERSITY SOCIAL SCI-

ENCES REVIEW』Vol.18 pp.15−33、関西学院大学
2014.02

【石川 久展】
■「地域包括支援センターの専門職のソーシャルサポー
トの実態に関する研究」（論文・共）／『人間健康学研
究』第 7・8号合併号 pp.13−26、関西大学人間健康
学会 2014.03

■「韓国における療養保護士のバーンアウトの関連要因
に関する研究－ソーシャルサポートとコントロール要
因を中心に－」（論文・共）／『Human Welfare』第 6巻
第 1号 pp.47−61、関西学院大学人間福祉学部研究会
2014.03

■「地域包括支援センターの専門職の燃えつきとソーシ
ャルサポートに関する研究」（論文・共）／『厚生の指
標』Vol.61 No.6 pp.26−32、厚生労働統計協会
2014.06

【河鰭 一彦】
■「高校生の体組成に及ぼす運動習慣と運動有能感の共
分散構造解析」（論文・共）／『体力科学』63（1） pp.197

−204、日本体力医学会 2014.01

■「男子学生を対象とした体力テストと痩身・肥満アン
ケートの相互関係について」（論文・共）／『日本体育
学会第 65 回大会予稿集』pp.288、日本体育学会
2014.08

■「柔道受け身直後の頭部の動きについて」（論文・共）
／『日本武道学会第 47回大会研究発表抄録』pp.22、
日本武道学会 2014.09

【川村 暁雄】
■『国際共生とは何か 平和で公正な世界へ』（著書・
共）／東信堂 2014.02

■『平和学をつくる（第二版）』（著書・共）／晃洋書房
2014.04

■「イスタンブール原則と人権アプローチ」（その他・
単）／『シナジー』160号 pp.12、国際協力 NGO セン
ター 2014.01

■『RBA とは何か』（その他・単）／国際協力機構
2014.03

【川島 惠美】
■『ソーシャルワーク実習プログラミングワークブック
－実習先・養成校・実習先が協同するメリット－』
（著書・共）／（株）みらい 2014.11

【風間 朋子】
■「第 4章第 3節 精神障害者等を対象とした福祉政策
・事業 2）精神障害者にかかわる公費負担制度 第
5章第 4節 経済的支援に関する制度 1）生活保護
制度 2）年金保険制度 3）社会手当 4）雇用保
険」：伊藤秀幸他編 『新・精神保健福祉士養成講座第
6 巻：精神保健福祉に関する制度とサービス（第 3

版）』（著書・共）／中央法規出版株式会社 2014.02

■『2015精神保健福祉士国家試験過去問解説集（第 14

回・第 16回全問完全解説）』（著書・共）／中央法規出
版 2014.04

■『精神保健福祉士国家試験模擬問題集〈専門科目〉
2015』（著書・共）／中央法規出版 2014.07

■「緊急救護施設の歴史的展開－特別基準の推移に着目
して－」（論文・単）／『人間の福祉』第 28号 pp.67−

80、立正大学社会福祉学部紀要 2014.02

【小西 加保留】
■「差別と医療福祉の関わり」日本社会福祉学会事典編
集委員会編『社会福祉学事典』（著書・共 第 6章編
集委員）pp.536−537、丸善出版 2014.05

■「正義」岩崎晋也・岩間伸之・原田正樹（編）『社会福
祉研究のフロンティア』（著書・共）pp.48−51、有斐
閣 2014.10

【小西 砂千夫】
■『日本財政の現代史Ⅲ』（著書・共）／有斐閣 2014.05

■『公会計改革と健全化法を読み解く』（著書・単）／日
本加除出版 2014.06

■『日本の地方財政』（著書・共）／有斐閣 2014.10

■『統治と自治の政治経済学』（著書・単）／関西学院大
学出版会 2014.11

■「地方財政制度の歴史的展開（9） 国の財政運営と地
方財政運営の財源確保（下）」（論文・単）／『地方財
務』 2013.12

■「平成 26年度地方税制改革をめぐる 2つの重要課題－
地方法人特別税の見直しと車体課税のありかた」（論
文・単）／『地方財務』 2013.12

■「県と基礎自治体の古くて新しい関係を探る 第 3回」
（論文・単）／『ガバナンス』 2013.12

■「地方財政制度の歴史的展開（10） 改革の時代におけ
る地方交付税の財源確保」（論文・単）／『地方財務』
2014.01

■「2013年は「改革の時代」の終わりの始まりか」（論
文・単）／『地方財務』 2014.01

■「地方財政制度の歴史的展開（11） 国庫支出金とその
位置づけ（1）」（論文・単）／『地方財務』 2014.02

■「平成 26年度地方財政対策－一般財源の確保と今後の
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課題」（論文・単）／『地方財務』 2014.02

■「地方財政制度の歴史的展開（12） 国庫支出金とその
位置づけ（2）」（論文・単）／『地方財務』 2014.03

■「地方公営企業の財務規定の拡大とその意義、さらな
る課題」（論文・単）／『研究紀要（マッセ）』 2014.03

■「社会保障改革の進展と平成 26年度以降の地方財政」
（論文・単）／『地域の自主性及び自立性の向上に向け
た地方行財政制度のあり方に関する調査研究（地方自
治研究機構）』 2014.03

■「地方財政制度の歴史的展開（13） 国庫支出金とその
位置づけ（3）」（論文・単）／『地方財務』 2014.04

■「転機を迎えた地方分権改革」（論文・単）／『地方自治
職員研修』 2014.04

■「財政健全化条例の意義と課題」（論文・単）／『ガバナ
ンス』 2014.04

■「地方財政制度の歴史的展開（14） 国庫支出金とその
位置づけ（4）」（論文・単）／『地方財務』 2014.05

■「地方交付税 60 年の歩みと社会保障・税一体改革」
（論文・単）／『地方財務』 2014.05

■「地方財政制度の歴史的展開（15） 国庫支出金とその
位置づけ（5）」（論文・単）／『地方財務』 2014.06

■「南相馬市のいま（その 9）－震災後 3年が経過した復
興の状況」（論文・単）／『地方財務』 2014.06

■「対談 地方分権の 20年を振り返って（5）」（論文・
共）／『地方自治』 2014.06

■「地方財政制度の歴史的展開（16） 国庫支出金とその
位置づけ（6）」（論文・単）／『地方財務』 2014.07

■「対談 地方分権の 20年を振り返って（6）」（論文・
共）／『地方自治』 2014.07

■「地方財政制度の歴史的展開（17） 地方債制度とその
運用（1）」（論文・単）／『地方財務』 2014.08

■「「基本方針 2014」と平成 27年度およびそれ以降の地
方財政」（論文・単）／『地方財務』 2014.08

■「対談 地方分権の 20年を振り返って（7）」（論文・
共）／『地方自治』 2014.08

■「地方財政制度の歴史的展開（18） 地方債制度とその
運用（2）」（論文・単）／『地方財務』 2014.09

■「地方財政制度の歴史的展開（19） 地方債制度とその
運用（3）」（論文・単）／『地方財務』 2014.10

■「8月仮試算に見る平成 27年度の地方財政における課
題」（論文・単）／『地方財務』 2014.10

■「地方財政制度の歴史的展開（20） 地方共同金融機関
の構想と展開（上）」（論文・単）／『地方財務』 2014.11

■「対談 新地方公会計統一基準への対応と留意点－固
定資産台帳整備を中心に」（論文・共）／『地方財務』
2014.11

■『二六年度地方税改正の苦心』（評論・単）／自治日報
2013.12

■『地方の安定的な財政運営が確保できた 2014年度地方
財政対策』（評論・単）／i-jamp（オピニオン） 2013.12

■『曲がり角の地方分権改革』（評論・単）／NHK 視点
論点 2013.12

■『第三セクター改革と縮み志向からの脱却』（評論・

単）／NHK 視点論点 2014.02

■『地方自治法の改正で変わる県と基礎自治体の姿』（評
論・単）／i-jamp（オピニオン） 2014.03

■『平成の合併と第 30次地方制度調査会答申』（評論・
単）／住民行政の窓 2014.04

■『地方交付税 50年に想う』（評論・単）／自治日報
2014.05

■『楽観を許さない 15年度予算における地方財源確保』
（評論・単）／i-jamp（オピニオン） 2014.06

■『臨財債の償還確実性』（評論・単）／自治日報
2014.08

■『普通交付税の予算割れにまつわる制度への誤解』（評
論・単）／i-jamp（オピニオン） 2014.08

■『三セク新指針が求める地方自治体の自浄能力』（評論
・単）／i-jamp（オピニオン） 2014.08

■『8月仮試算における三つのポイント』（評論・単）／i-

jamp（オピニオン） 2014.09

■『公営企業会計の適用拡大に向けたロードマップをめ
ぐって』（評論・単）／i-jamp（オピニオン） 2014.09

■『偏在是正の論理と手法』（評論・単）／自治日報
2014.11

■『書評 自著を語る：井手英策・諸富徹・小西砂千夫
企画編集：『日本財政の現代史』（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）』（評論
・単）／書斎の窓（有斐閣） 2014.11

■『シリーズ地方創生（3） 地方の本気を引き出すには』
（評論・単）／NHK 視点論点 2014.11

【牧里 毎治】
■「コミュニティワーク研究の展望」（論文・単）／『ソー
シャルワーク研究』第 40巻第 1号 pp.5−14、相川書
房 2014.04

■「ソーシャル・エンタープライズ」、「地域のネットワ
ークづくり」（論文・単）／日本社会福祉学会事典編集
委員会編『社会福祉学事典』pp.346−347、554−555、
丸善出版 2014.05

■「社会起業・・・社会参加と社会貢献を起業する」（論文
・単）／『社会福祉研究のフロンティア』pp.216−219、
有斐閣 2014.10

【松岡 克尚】
■『よくわかる障害学』「視覚障害と支援技術」「精神障
害者のための制度－医療、年金、就労」「ADA と障害
者権利条約」「反訓練－IL・ろう文化」（著書・共）／
ミネルヴァ書房 2014.04

■「大学における障害学生支援のあり方と合理的配慮の
考え方－障害者権利条約と障害者差別解消法を受けて
－」（論文・単）／『関西学院大学人権研究』第 18号
pp.27−31、関西学院大学人権教育研究室 2014.03

【嶺重 淑】
■『よくわかるクリスマス』（著書・共）／教文館

2014.09

■『聖書的宗教とその周辺－佐藤研・月本昭男・守屋彰
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夫教授献呈論文集』（著書・共）／リトン 2014.10

■「ルカの洗礼者ヨハネ像」（論文・単）／『関西学院大学
キリスト教と文化研究』第 15号 pp.27−38、関西学
院大学キリスト教と文化研究センター 2014.03

■「降誕物語を読む（三）」（論文・単）／『キリスト教文
化』2014年春号 pp.130−146、かんよう出版 2014.04

■「聖書と文学との対話－新約聖書学の視点から」（論文
・単）／『キリスト教文学研究』第 31 号 pp.27−39、
日本キリスト教文学会 2014.05

■「降誕物語を読む（四）」（論文・単）／『キリスト教文
化』2014年秋号 pp.81−96、かんよう出版 2014.10

【室田 保夫】
■『日本キリスト教社会福祉の歴史』（著書・共）／ミネ
ルヴァ書房 2014.06

■「本間一夫の生涯と事業」（論文・単）／『関西学院史紀
要』第 20号 pp.7−60、関西学院大学 2014.03

■「岩橋武夫とヘレン・ケラー」（論文・単）／『北星学園
大学スミス・ミッションセンター講演会記録集』pp.5

−18、北星学園大学 2014.03

【中野 陽子】
■「中国人日本語学習者の関係節付加の曖昧性解消にお
ける先行文脈の影響～文完成課題に基づいて～」（論
文・共）／『信学技報』Vol.114, no.176 pp. 89 − 93,

2014.08

【大和 三重】
■『介護人材の定着促進に向けて－職務満足度の影響を
探る－』（著書・単）／関西学院大学出版会 2014.03

■『包括的地域福祉実現のための介護予防・総合事業に
関する神戸市での政策化研究事業事業報告』（報告書
・共）／認定 NPO 法人コミュニティサポートセンタ
ー神戸 2014.04

■「地域包括支援センターの専門職のソーシャルサポー
トの実態に関する研究－地域包括支援センター 3専門
職の実態把握調査を通して－」（論文・共）／『人間健
康学研究』第 7・8号合併号 pp.13−25、関西大学人
間健康学会 2014.03

■「地域包括支援センターの専門職の燃えつきとソーシ
ャルサポートに関する研究」（論文・共）／『厚生の指
標』第 61 巻 6 号 pp.26−32、厚生労働統計協会
2014.06

【表谷 純子】
■「Action research on using reflection journals to develop

students’ learning strategies」（論文・単）／『Motivation

and autonomy : Research and methodological perspec-

tives in language learning. JACET Summer Seminar Pro-

ceedings No.12』pp.47−51、一般社団法人大学英語教
育学会 2014.02

【才村 純】
■『子どもの保健第 4版』（著書・共）／診断と治療社

2014.01

■『児童や家庭に対する支援と子ども家庭福祉制度』（著
書・共）／ミネルヴァ書房 2014.01

■『子ども虐待の予防とケアのすべて（追録第 21号）』
（著書・共）／第一法規 2014.01

■『子ども家庭福祉とソーシャルワーク』（著者・共）／
有斐閣 2014.02

■『新保育士養成講座第 3巻－児童家庭福祉』（著書・
共）／全国社会福祉協議会 2014.02

■『社会学習双書 2014－児童や家庭に対する支援と児童
・家庭福祉制度』（著書・共）／全国社会福祉協議会
2014.02

■『新保育士養成講座第 10巻－家庭支援論』（著書・共）
／全国社会福祉協議会 2014.03

■『子ども虐待の予防とケアのすべて（追録第 22号）』
（著書・共）／第一法規 2014.07

■「児童相談所職員へのメッセージ（巻頭言）」（論文・
単）／『子ども虐待とネグレクト』Vol.15 No.3 pp.257−

259、日本子ども虐待防止学会 2013.12

■「児童相談所の業務分析に関する研究」（論文・共）／
『日本子ども家庭総合研究所紀要』第 49集 pp.105−

141、日本子ども家庭総合研究所 2014.03

■「市町村からみた児童虐待事例の対処の在り方につい
て」（論文・共）／『平成 25年度広島大学虐待防止調査
研究事業』pp.1−15、広島県 2014.03

■「子ども・子育て支援新制度に係る尼崎市の各種施設
等としての確認基準のあり方について（最終答申）」
（論文・共）／pp.1−14、尼崎市子ども・子育て審議会
2014.05

■「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について
（第 10次報告）」（論文・共）／pp.1−167、社会保障審
議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専
門委員会 2014.09

■「尼崎市子ども・子育て支援事業計画（最終答申）」
（論文・共）／pp.1−67、尼崎市子ども・子育て審議会
2014.11

【坂口 幸弘】
■「Universality of Bereavement Life Review for Spirituality

and Depression in Bereaved Families」（論文・共）／
『American Journal of Hospice and Palliative Medicine』31

（3） pp.327−330、SAGE Publications 2014.05

■「東日本震災後の被災地における支援者のストレス～
発災 1年半後」（論文・共）／『産業ストレス研究』21

（3） pp.271−277、日本産業ストレス学会 2014.07

【佐藤 洋】
■「Comparison of 5-Year Survival After Acute Myocardial

Infarction Using Angiotensin-Converting Enzyme Inhibi-

tor Versus Angiotensin II Receptor Blocker」（論文・共）
／『Am J Cardiol』114（1） pp.1−8、2014.01
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■「Reduced risk of recurrent myocardial infarction in ho-

mozygous carriers of the chromosome 9p21 rs1333049 C

risk allele in the contemporary percutaneous coronary in-

tervention era : a prospective observational study.」（論文
・共）／『BMJ Open』2014 : 4（8） pp.e005438、2014.08

■「Clinical impact of acute hyperglycemia on development

of diabetes mellitus in non-diabetic patients with acute

myocardial infarction.」（論文・共）／『J Cardiol』63（4）
pp.274−280、2014.04

■「 Renin-angiotensin-aldosterone system polymorphisms

and 5-year mortality in survivors of acute myocardial in-

farction : a report from the Osaka Acute Coronary Insuf-

ficiency Study.」（論文・共）／『Int Heart J』55（3）
pp.190−196、2014.05

■「Association of lifestyle-related factors with circadian on-

set patterns of acute myocardial infarction : a prospective

observational study in Japan.」（論文・共）／『BMJ

Open』4（6） pp.e005067、2014.06

【武田 丈】
■『社会福祉学事典』（著書・共）／丸善出版 2014.05

■「フォトボイスによるコミュニティのニーズ把握、ア
ドボカシー活動、そしてエンパワメント」（論文・単）
／『コミュニティ心理学研究』18（1） pp.3−20、コミ
ュニティ心理学会 2014.10

【山本 隆】
■『社会的企業論 もうひとつの経済』（はじめに、1章
～5章、おわりに）（編著・共）／法律文化社 2014.10

【安田 美予子】
■「刑務所出所者の社会復帰とソーシャルインクルージ
ョン」（論文・単）／『Human Welfare』6（1） pp.114−

116、関西学院大学人間福祉学部研究会 2014.03

■「組織と人づくり①序章「未来に向けて」」（論文・単）
／『渚の風』2号 pp.19、（株）産経新聞 2014.10
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